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西神戸医療センター、神戸アイセンター病院及び 

先端医療センター病院統合にかかる整備について 

 

１．西神戸医療センター 

【役割】 

  神戸西地域（須磨区・垂水区・西区）に根づいた安心・安全な医療をめざすことを理念

とし、神戸西地域の中核病院として、救急医療、高度専門医療、結核医療を安定的・持続

的に促進する。また、地域連携を促進し、地域完結型医療を目指す。 

 

【方針】 

  西神戸医療センターを移管するにあたり、土地・建物は神戸市から現物出資、機器は神

戸市地域医療振興財団から無償譲渡を受けることで、機構は対価を負担しない。 

（１）土地・建物 

  （土地） 

    現状、神戸市が所有している土地を神戸市民病院機構へ現物出資 

  （建物） 

    現状、神戸市が所有している建物を神戸市民病院機構へ現物出資 

（２）医療機器・情報システム 

    現状、神戸市地域医療振興財団が所有している医療機器、情報システムは神戸市民

病院機構へ無償譲渡 

 

【スケジュール】 

平成 29年 4 月 1日 移管予定 

 

２．神戸アイセンター病院 

【役割】 

  眼科領域の再生医療分野を中心に、様々な分野での最新の医学研究成果等を取り入れた

新しい治療を世界に先駆けて享受できる最先端の高度な眼科病院として、標準医療から最

先端の高度医療まで高水準の医療を安定的に提供する。また、眼疾患に係る臨床研究及び

治験推進の臨床基盤としての役割を果たす。 

 

【方針】 

  神戸アイセンター病院を開設するにあたり、病院関連部分について建物の買取を行うと

ともに、必要となる医療機器、システム等の整備を行う。 

（１）土地・建物 

  （土地） 

    現状で神戸市民病院機構が所有 

（機構の費用負担は発生しない） 

  （建物） 

    神戸都市振興サービス株式会社が建物を整備し、竣工後、機構がアイセンターの病

院関連部分を都市振興サービスから購入 

 （※）建物にかかる費用負担については建設費に基づく 
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（２）医療機器・情報システム 

    原則、中央市民病院及び先端医療センター病院で保有している機器を移設し、その

上でなお必要となる医療機器及び情報システムの整備を行う。 

 

【スケジュール】 

平成 29 年度後半  開設予定 

 

３．先端医療センター病院の中央市民病院統合 

【役割】 

  先端医療センター病院の臨床研究・治験部門を中央市民病院に統合することで、これま

で以上に安全で安定的な臨床研究・治験実施体制を確立し、市民に最先端の研究開発の成

果を提供するとともに、医療機能等を中央市民病院に集約することによって、一元化や効

率化を図り、中央市民病院の機能を強化する。 

 

【方針】 

  先端医療センター病院を中央市民病院に統合するにあたり、病院関連部分について土

地・建物の買取を行うとともに、必要となる医療機器等の整備を行う。 

 

（１）土地・建物 

  （土地） 

    所有者である神戸都市振興サービス株式会社から病院関連部分について買取 

（区分所有） 

  （建物） 

所有者である神戸都市振興サービス株式会社から病院関連部分について買取 

 （※）土地・建物の買取額は不動産鑑定評価に基づく 

 

（２）医療機器、情報システム 

    原則、先端医療センター病院の機器を活用するが、現状、先端医療センターの医療

機器がリースのため、必要なものを買取・再リースもしくは新規購入、情報システム

については必要となる改修を実施 

 

【スケジュール】 

平成 29 年度後半  統合予定 

 


